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1. はじめに 

近年、各地の都市では地球温暖化と都市ヒートアイランド現象による「都市高温化」が発生し、夏季を

中心に人々の快適性や健康に影響を与えている。そのため、今後は都市高温化対策を積極的に導入し、夏

の暑さに適応した都市づくりが必要と考えられる。 

そこで本研究では、再編が計画されている福山駅南口の駅前広場を対象地とし、①芝生・樹木・水盤等

の都市高温化対策を導入した際の都市熱環境の変化を明らかにすること、②都市熱環境改善の観点から

見た効果的な広場整備のあり方を考察すること、の 2 つを目的とする。 

2. 数値計算の概要 

本研究では対象地の都市熱環境を把握するため、Multi-Scale Simulator for the Geoenvironment (MSSG）

を用いた都市熱環境の数値計算を行った。MSSGは、海洋研究開発機構（JAMSTEC）が開発している大

気海洋結合モデルであり、地球シミュレータ（スパコン）上で様々なスケールの物理現象を計算すること

ができる。本研究では主に都市スケールの計算機能（Large Eddy Simulation）を用いた。 

3. 現状モデルの数値計算 

 3D 都市モデル PLATEAUを基に、対象地の「現状モデル（土地利用、標高）」を 2m 解像度で作成した。

またこのモデルを地表面条件とした数値計算を行った。結果として、南風日にアイネスフクヤマと天満

屋の間で吹き下ろしが発生し、建物の日影と組み合わさって涼しい環境が形成されていることや、駅前

広場では風速が小さく気温や暑さ指数（WBGT）が高い場所となっていること等が明らかとなった。  

4. 広場整備モデルの数値計算 

福山駅前広場整備基本方針等の資料を参考に、対象地の「広場整備モデル（土地利用、標高）」を 2m 解

像度で作成した。またこれらのモデルを地表面条件とした数値計算を行った。結果として、西風日と南風

日の両方で、緑化により駅前広場の気温が最大で 1℃程度低下する様子が見られた。南風日には、風上に

位置するアイネスフクヤマ前の緑化も駅前広場の気温低下に影響していると推察される。また暑さ指数

（WBGT）の低下も見られ、特に樹木下で大きな低下が見られた。暑さ指数の改善には、芝生化だけでな

く、日影の創出が併せて重要と考えられる。 

5. 都市熱環境から見た広場整備のアドバイスマップ作成 

都市熱環境の数値計算、関係者へのヒアリング、日影時間の分析、人通りの分析、アクティビティの

分析の結果を組み合わせ、「都市熱環境から見た広場整備のアドバイスマップ」を試作した。このマッ

プでは、数値計算結果から得られた都市熱環境の特徴を踏まえて広場をゾーニングし、広場に期待され

るアクティビティと組み合わせて、各ゾーンで熱環境に配慮しながらどのように広場を整備すると良い

かをイラストとして示している。 
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